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2017度から引き続き継続して実施する士会における認知症活動 

       

今年度士会として新たに行う認知症活動 

2017年度協会のモデル事業として実施した「兵庫県認知症臨床作業療法士育成研修会」 

事業を今年度も規模を縮小（昨年度と同じ内容の研修会を回数を減らし）して実施。 

ステップⅠ：認知症を理解する 
（日本作業療法士協会推奨アップデート 
      研修 修了書発行） 
１．世界および日本における作業療法の 
         課題 
２．認知症の障害の本質と認知症原因疾患 
  への理解 
３．行動・心理症状（BPSD）の原因・背景 
         および障害構造の理解 
４．認知症作業療法におけるアセスメント 
        とマネジメント 
５．事例演習 
６．GP（事例報告）のオリエンテーション 

ステップⅡ：認知症に対する作業療法の臨床を深める 
１．特別講演：認知症の早期発見・早期治療 
  ～作業療法士に期待すること～ 
２．生活支援の実際 
 ①医療保険領域における認知症アプローチの実際と課題 
 ②介護保険領域における認知症アプローチの実際と課題 
３．社会資源および地域支援領域における対応の実際と 
  課題 
①若年性認知症施策 
②認知症初期集中支援 
③認知症カフェ 
４．認知症予防への取り組み 
５．事例報告、検討会、グループワーク 
６．フィールドワークのオリエンテーション 

ステップⅢ：社会全体で認知症
を支える 
１．家族の理解と支援 
２．地域支援実践報告 
  情報交換 
３．全体討論 
＊修了書 交付式 

研修日時 
ステップⅠ：８月１２日 
ステップⅡ：９月２２日・ 
                                    ２３日 
ステップⅢ：１月２７日 

＊兵庫県作業療法士会における特設委員会 
「認知症対策委員会」の今後の動き等の検討 
＊士会教育部との連携 
・認知症アップデート研修 
（認知症臨床作業療法士育成研修会：ステップⅠ） 
 の実施方法の検討 
＊地域ケア推進委員会との連携 
・地域で作業療法士が活躍できるよう情報共有 
 および支援体制の強化 

2018年度認知症対策委員会としての新たな活動として 

「HOTカフェ+オレンジ運動会」を実施。 

・認知症の人とその家族、地域住民の方々とスポーツを 

 通じて交流する場を作る。 

・県民の認知症への理解の促進を図るため、認知症関連 

 の書籍の紹介、協会が作成した「二本の傘」の上映等、 

 参加いただいた方々とふれあい、交流を深めることが 

 出来る場を作る。 

＊兵庫県認知症の人と家族の会の代表者に依頼し、 

 本活動に後援を受けた。 

今後の展開 

  
認知症カフェ事業 

県内436か所で認知症カフェ開催。（全国一の数） 

数か所で作業療法士が関与。 

★2017年度ステップⅢまでの修了者124名中43名が 

認知症カフェでのフィールドワークを体験 

http://ot-hyogo.or.jp/

